
第２課 これはだれのお金ですか 

 

大切な表現 

 1.田中さんも会社員ですか。 

 2.木村さんは会社員ですか、公務員ですか。 

 3.佐藤さんと林さんは先生です。 

 4.これはだれの雑誌ですか。 

 

Can-do／学習目標 

 ・自分や他人の職業などを説明したり、物の持ち主が誰なのか尋ねることができる。 

 

 

文法項目 

 1.～も～です 

 2.～ですか、～ですか 

 3.～と～は～です 

 4.これ／それ／あれ／どれ 

 

導入 

 1.～も～です 

  ①板書：「木村さんは会社員です。田中さんも会社員です。」 

  ②同じ職業や国籍の人のカードを準備し、そのカードを見ながら名前・職業・国籍を入れ 

替える。 

 

 2.～ですか、～ですか 

  ①平仮名やカタカナのカードを準備し、似ている文字で下記のように練習する。 

   A：「あ」ですか、「め」ですか。 

 B：「あ」です。 

 A：「ツ」ですか、「シ」ですか。 

 B：「ツ」です。 

②上記のような二者択一の練習の後、下記の会話を板書する。 

板書 A：木村さんは会社員ですか、公務員ですか。 

       B：会社員です。 

  ③クラスの学生の情報を元に練習する。 

 

木村 

会社員 

 

田中 

会社員 

 

ジョン 

アメリカ 

 

ケイト 

アメリカ 



 3.～と～は～です 

  ①板書「佐藤さんと林さんは先生です。」 

  ②クラスの学生の情報を元に練習する。 

 

 4.これ／それ／あれ／どれ 

  ①板書「これは消しゴムです。」「それは鉛筆です。」「あれはかばんです。」 

 ②ｐ48指示詞「こそあど」の領域対立型と領域共有型の概念を説明する。 

  

   領域対立型      領域共有型 

 

 

教え方のワンポイント 

 

1.～も～です 

練習１ Ａ：木村さんは会社員ですか。  

  Ｂ：はい、木村さんは会社員です。 

  Ａ：田中さんも会社員ですか。  

  Ｂ：はい、田中さんも会社員です。 

  Ａ：陳さんも会社員ですか。 

  Ｂ：いいえ、陳さんは会社員じゃありません。公務員です。 

＊助詞「も」は中国語の「也」と同様の使い方だと説明する。 

＊疑問詞なしの疑問文なので、「はい」或いは「いいえ」とまず答えることを伝える。 

 

 

会話１ 

 ＊自分には「～さん」は使わないことを強調する。 

 ＊「そうですか」の使い方を説明する。（其他文法事項１） 

 

 

2.～は～ですか、～ですか 

練習２ Ａ：木村さんは会社員ですか、公務員ですか。 

  Ｂ：木村さんは会社員です。 

＊二者択一の質問なので、「はい」或いは「いいえ」と言わなくていいことを伝える。 

 

 

 

 



3.～と～は～です 

練習３ 佐藤さんと林さんは先生です 

＊助詞「と」は中国語の「和」と同様の使い方だと説明する。 

＊助詞「と」の前後は名詞であり、「かわいいときれい」のような用法はないと説明する。 

 

 

 

会話２ 

 ＊「あのう」は場つなぎの言葉で、会話が自然に聞こえる効果を持つと伝える。 

 

 

4.これ／それ／あれ／どれ 

練習４ Ａ：これはだれの雑誌ですか。 

  Ｂ：それは山田さんの雑誌です。 

 ＊「読んでみましょう」では、語彙の定着を図らせる。 

＊指示詞「こそあど」を位置関係から理解させる。 

 

 

応用練習 

 ＊絵カードを使用し、位置関係を視覚的＆感覚的に理解してみましょう。 

 教室活動例（絵カードを使用して、数枚は黒板に貼り、学生には１枚ずつ配る） 

  A：（Bのカードを指し） それはなんですか。 

  B：（自分のカードを指し） これは鉛筆です。 

（Aのカードを指し） それはなんですか。 

  A：（自分のカードを指し） これは財布です。 

（黒板のカードを指し） あれはなんですか。 

  B：あれは月です。 

 

 

会話３ 

 ＊「かわいいですね。」の終助詞「ね」の使い方を説明する。（其他文法事項２） 

 ＊「佐藤さんのですか。」の所有・所属の代名詞「の」の使い方を説明する。（其他文法事項３） 

 


